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■十勝管内概要 

十勝管内は、北海道の南東部、北緯 42 度 09

分～43度 38分、東経 142度 40分～144度 02分

に位置しています。総面積は、10,831.62k㎡で

岐阜県とほぼ同じ、都道府県別面積で一番小さ

い香川県、大阪府の約 6 倍の広さであり、全道

面積の 13％を占め、総合振興局・振興局の中で

最も広い地域となっています。 

また、西側と北側は 2,000ｍ級の山が連なる日

高山脈と東大雪に、東側は白糠丘陵に囲まれ、南

側は太平洋に面し、内陸部の平野には扇状地や

段丘が広がっており、十勝平野の中央部を大雪山

を水源とする十勝川が流れています 

帯広市を中心とする「1市・16町・2村」の、

合わせて 19の自治体で構成されており、人口は

約 325,000人の地域です。 

※十勝総合振興局ホームページ十勝の概要、十勝管内概

要「とかち 2025」より 

 (2)森林の蓄積  

管内の森林蓄積は 128,457千㎥で、全道

森林蓄積（875,613千㎥）の 15％に当たり

ます。所管別にみると国有林 62％、道有林

8％、一般民有林が 30％（市町村有林 7％、

私有林 23％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 一般民有林の森林資源の概況 

１ 十勝管内の森林資源の概況 

 一般民有林の林種別構成は、木材生産を

主な目的とした人工林が 45％で、全道平均

の 37％よりも高い割合を占めています。 

 また、人工林の樹種別構成は、カラマツ

が 7割以上を占めています。 

 

 

(1)森林面積  

管内の森林面積は688,634haで、全道森林面積

（5,535,870ha）の約12％に当たります。所管別

にみると国有林60％、道有林7％、一般民有林が

33％（市町村有林7％、私有林26％）となってい

ます。 

※一般民有林  ： 国有林や道有林を除く個人・法

人・市町村などが所有する森林  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１－ 

国国有有林林  
441155,,660000  
6600..33％％  

所所管管別別森森林林面面積積((hhaa))  

私私有有林林  
118800,,779933  
2266..33％％  

道道有有林林  
4455,,116655  
66..66％％  

一一般般民民有有林林  
222277,,886699  
3333..11％％  

市市町町村村有有林林  
4477,,007766  
66..88％％  

所所管管別別森森林林蓄蓄積積((千千㎡㎡))  

市市町町村村有有林林  
  99,,552288  
77..44％％  

道道有有林林  
1100,,552299  
88..22％％  

国国有有林林  
7799,,449900  
6611..99％％  

私私有有林林  
2288,,991100    
2222..55％％  

一一般般民民有有林林  
3388,,443388,,  
2299..99％％  

一般民有林人工林樹種別構成(ha) 



 

 

十勝管内森林位置図 
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Ⅰ 森林資源の循環利用の推進  

１ 森林整備（造林事業）  

（１） 森林整備の必要性    

森林は、雨水を貯え洪水を防止したり、土砂の

流出や崩壊を防ぐ役割も果たしているほか、私た

ちの保健休養の場や、様々な生物の貴重な生息

の場を提供しています。また、二酸化炭素を吸

収・貯蔵し、地球温暖化防止に大きく貢献してい

ます。 

北海道の豊かな森林資源を将来世代に引き継

ぎ、これらの森林の持つ多面的機能を持続的に

発揮させていくためには、植林や間伐等の森林

整備を計画的に実施する必要があります。 

 

（２） 森林整備の状況   

管内では、昭和20年代半ばから昭和40年代半ばにかけ、戦後の大きな木材需要に対応するため、

積極的に人工造林が進められてきており、現在、これらのカラマツやトドマツ等の人工林の多く

は本格的な利用期を迎えています。 

管内の民有林については、人工林の大半がカラマツ類で占められ、人工林面積は11齢級をピー

クとする資源の偏りはありますが、近年では計画的な伐採と再造林により、高齢級の森林が若齢

級の森林に置き換わることで齢級構成の平準化が進みつつあります。 

しかし、主伐面積に対して造林面積が及ばず、伐採跡地の増加が課題となっており、伐採跡地

における植林を着実に実行するため、森林所有者及び伐採事業者の意識改革、担い手の育

成・確保、森林施業の省力化・効率化、森林所有者の植林費用の負担軽減など、「伐ったら植える」

体制づくりの確立が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－３－ （資料：R6森林資源構成表） 

カラマツ人工林【浦幌町】  

（ha） 

（齢級） 



（３） 森林整備の推進に向けた取組み 

 

① 計画的な伐採・造林の実施 

森林資源の循環利用に向けては、計画的

な伐採と造林の実施が重要です。 

管内では、森林所有者が森林づくりに意欲

的に取り組めるよう、国の森林整備事業や市

町村による森林環境譲与税事業、また、道と

市町村が森林経営計画等に基づく伐採後の

植林に対する支援を行う「豊かな森づくり推

進事業」等を活用しながら、森林整備が進め

られています。 

管内の一般民有林で実施された植林の面

積（改植を除く）は、平成27年度の953haから

増加傾向で推移し、令和 6 年度は 1,246ha と

なっています。 

 

② 優良な種苗の安定的な供給 

伐採後の着実な植林の実施に向けては、優

良種苗の安定供給を図ることが重要です。 

近年は、活着が良く、植林適期が長いといっ

た利点を持つコンテナ苗や、二酸化炭素固定能

力や初期成長に優れ、野ねずみによる食害を

受けにくいクリーンラーチ苗木の普及が進んで

います。 

また、クリーンラーチ種子の安定的な供給に

向けては、民間企業によるクリーンラーチ採種

園の整備も進められています。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

 

③ 造林・保育作業の省力化 

   労働人口の減少や主伐・再造林の増加が見

込まれる中、森林整備事業の作業効率を向上

させることが必要です。また、植え付けや下刈り

といった造林作業は人力が主流であることか

ら、軽労化により作業負担を減らしていく必要も

あります。 

   このため、低コストで効率的な再造林の手法

である低密度植栽や、地拵えや下刈り作業の

機械化、ドローンや ICT機器の導入による「スマ

ート林業」の推進等により、作業の省力化に向

けた取組が進んでいます。 

 

 

 

－４－ 

（造林面積の推移） 

（下刈り or地拵え

機械） 

（ha） 

コンテナ苗  

地拵え機械  

（資料：公共造林補助データ） 

 



 

 

２ 路網整備 

林道や林業専用道等の路網は、森林の維持・管理や、森林からのさまざまな恵みを私た

ちの生活の場に運ぶために不可欠な施設です。また、山村・都市の住民が森林を憩いの場

として利用するためのアクセス道として大切な役割を担っています。 

（１）林道・林業専用道 

林道・林業専用道は、手入れが必要な森林へのア

クセスや効率的な森林施業を実施していく上で欠か

せない林業機械を運搬するための基盤であり、森林

を守るために重要な役割を果たしています。                            

林道は、森林整備や木材生産を進める上で幹線と

なる施設です。不特定多数の人が利用する恒久的な

施設であり、セミトレーラー（25ｔ）などの走行を

想定しているため、安全施設や防護施設等を備えて

います。 

幹線である林道を補完する林業専用道は、主として特定の者が森林施業のために利用す

る施設で、10ｔ積程度のトラックの走行や林業用車両（大型ホイ－ルタイプフォワ－ダ）

の搬入に対応した必要最小限の規格・構造を持つ施設です。 

また、主間伐による原木の生産体制強化を図るため、非公共事業により林業専用道（規

格相当）の整備を推進しています。 

 一般民有林における林内道路密度は全道平均の11.3m/ha対し、十勝管内は12.6m/haとな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）林道施設老朽化対策 

インフラ施設の老朽化が進行する中、林道でも橋

梁・トンネル等の重要構造物の老朽化対策が急務と

なっています。 

点検診断の結果、健全度が低く通行に支障をきた

す施設について、補修工事により機能維持を図り、

施設の長寿命化と維持管理に係るサイクルコストの

削減に努めています。 

 

－５－ 
上渋山線 （剣 ２号橋 ）：芽 室 町  

1,727 

219 

633 

910 

2,080 

1,510 

1,570 

2,540 

1,210 

2,050 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

林道等の開設状況（令和2年度～令和6年度） (単位：ｍ)

林道・林業専用道（公共） 林業専用道（非公共）

ワッカ美加登線 （林道 ）：士 幌町  



３ 林業・木材産業 

（１）生産活動 

① 素材生産 

十勝地域では、全道の 4 分の 1 の蓄積を誇る充実したカラマツ人工林を中心として、素材（丸

太）の生産が活発に行われています。 

令和 5 年度の素材生産量（立木から生産された丸太の量）は約 55 万 m3で、約 6 割が一般民有

林からの生産となっています。樹種別では、カラマツが全体の約 6割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 木材加工 

十勝地域は、製材工場及びチップ工場を中心とした

木材加工工場の全道有数の集積地となっており、特に

カラマツ製材の生産量は全道の約 4 割を占めていま

す。 

管内の木材加工工場における令和 5 年度の原木消

費量（工場で加工した丸太の量）は約 52万 m3となっ

ており、製材用が全体の約 6割を占めています。樹種

別ではカラマツが全体の約 6割を占めています。 

製材工場は令和 5年度末で 21工場が稼働しており、

約 33 万 m3の丸太から約 15 万 m3の製材を生産してい

ます。ほぼ全量が針葉樹を原料としており、出荷され

る製品は、カラマツはパレットや梱包材といった産業

用資材、エゾマツ・トドマツは建築材が主となってい

ます。 

チップ工場は令和 5 年度末で 25 工場が稼働してお

り、約 31万 m3のチップを生産しています。このうち、

約 12万 m3は丸太からではなく、製材工場の副産物と

して出される背板から生産されています。樹種別では、

カラマツを原料としたチップが全体の約 5 割を占め

ているほか、約 3割は広葉樹を原料としています。 

 

 

 

 

           －６－ 
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集成材

原板

14%

梱包・

仕組板

24%

パレット

31%

建築材

15%

梱包・仕組板

6%

パレット

6%

その他

2%

製材

63%

チップ

37%
カラ

マツ

43%

エゾマツ・

トドマツ

20%

カラマツ

15%

エゾマツ・

トドマツ

4%

広葉樹

18%

【所管別の素材生産量（千㎥）】 

カラマツ

329

エゾマツ・

トドマツ

176

広葉樹

45

【樹種別の素材生産量（千㎥）】 

【木材加工工場の原木消費量】 

原木消費量の内訳 

【製材工場の出荷量の内訳】 

【チップ工場の原料の内訳】 

一般民有林

339

国有林
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道有林
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28%
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25%

エゾマツ・

トドマツ

7%

広葉樹

30%



③ 特用林産 

管内の特用林産物は、生しいたけを中心としたきのこ

類が生産されているほか、木炭が生産されています。 

 

（２）管内の林業・木材産業の振興に向けた地域の取組 

① 住宅分野での利用の促進 

管内で生産される素材（丸太）の大半を占めるカラマツは、強度が高い一方、乾燥の際の捻れ

や割れなどが発生しやすい性質があることから、従来は建築用材に不向きとされ、主に産業用資

材（製材）として多くが道外に出荷されてきました。 

そのような中、地方独立行政法人北海道立総合研究機構森林研究本部林産試験場が開発した新

しい乾燥技術を使用することにより、このような欠点を防止した建築用構造材「コアドライ®」の

生産が管内で始められているほか、地域の工務店、設計事務所、木材加工工場及び林業関係者な

ど幅広い関係者により、十勝産のカラマツ材を地域の住宅建築に利用することに関する一般消費

者向けの普及啓発活動が行われるなど、住宅分野でのカラマツの利用の促進に向けた取組が進め

られています。 

② ＳＧＥＣ認証の普及 

森林認証とは、持続可能性などに配慮した森林経営に由来する木材に対する消

費者の選択的な購買を促すことにより、持続可能な森林経営を実現することを目

指す仕組みであり、現在、世界中で複数の認証制度が運用されています。 

十勝管内では、一般社団法人緑の循環認証会議が管理運営するＳＧＥＣ認証制

度の地域一体での取得を目指し、「とかち森林認証協議会」が平成 27年 4月に発足し、平成 28年

3月にＳＧＥＣ認証を取得しました。令和 7年 3月末時点で、協議会の構成員が所有する 13万 ha

の森林についてＳＧＥＣ認証を取得しています。また、道では、協議会の取組が地域全体に波及

するよう、管内の道有林 4 万 5 千 ha について、平成 27 年 12 月にＳＧＥＣ認証を取得していま

す。 

これらの動きにより、十勝管内のＳＧＥＣ認証森林の面積は、令和 6 年度末で管内の民有林の

約 7 割に相当する 19 万 9 千 ha となり、これらの森林からのＳＧＥＣ認証材の生産が行われてい

ます。 

一方で、十勝管内では、ＳＧＥＣのプロジェクト認証※を取得した建築物が、令和元年度から

次々と建設され、ＳＧＥＣ認証材の普及と需要拡大が進められています。 

完成時期 建築主 場 所 種 類 内 容 

令和元年度 十勝大雪森林組合 音更町 事務所 道内初の部分認証を取得 

令和元年度 西十勝森林組合 新得町 事務所 部分認証を取得 

令和 3 年度 音更町 音更町 道の駅 道の駅で初の部分認証を取得 

令和 5 年度 新得町 新得町 役場庁舎 道内市町村役場庁舎で初の全体認証を

取得 

※ プロジェクト認証は、建築など特定のプロジェクトで使用される原材料がＳＧＥＣ認証材であるこ

とを証明する制度で、建物全体を認証する全体認証と、建物の一部を認証する部分認証があります。 

 

 

－７－ 

品目 
きのこ 

木炭 
乾しいたけ 生しいたけ 

生産量（t） 0.1 46 192 

【令和 5年きのこ・木炭生産量（t㌧）】 

SGEC/31-44-1095 



③ 木質バイオマスの活用 

十勝管内では、木材加工工場で発生するおが粉やバーク（樹皮）などが家畜敷料、長芋やゆり

根の緩衝材、キノコ菌床などの農業分野で利用されているほか、5 箇所の木質ペレット生産施設

の原料としても使用されています。 

 

④ HOKKAIDO WOODについて 

 東京オリンピック・パラリンピックを契機として、木材利用に対する機運が高まっている首都

圏や、成長の著しいアジア諸国など、道外・海外における道産木材の需要を創出するため、平成

30年 6月に、道内の木材関係企業や団体、研究機関、道を構成員とした「道産木材製品販路拡大

協議会」を設置し、道産木材製品の販路拡大に向けた取り組みを進めています。 

その中で、令和元年に、道産木材製品を PR するため、北海道ならではの特色ある多彩な樹種、

全国の約 6 割を占める森林認証面積、本道の良好なイメージや認知度の高さを活かして、新たな

ブランド「HOKKAIDO WOOD」を立ち上げました。 

 また、道では、令和 3年に道産木材を使用した非住宅の建築物を「HOKKAIDO WOOD BUILDING」

として登録する制度を創設し、施設内での登録証の掲示や SNS などの多様なツールを活用するな

ど登録施設と連携した PRを行い、建築物の木造化や木質化の促進を図っているほか、令和 7年に

は、北海道の木を使って建てた住宅を「HOKKAIDO WOOD HOUSE」として認定する制度を創設し、そ

の魅力を発信することで、住宅での道産木材の利用の促進に取り組んでいます。 

 令和 7 年 12 月時点で、道内で「HOKKAIDO WOOD BUILDING」に登録されている施設は 116 施設

で、十勝では、十勝大雪森林組合事務所、西十勝森林組合事務所、ローソン帯広市西 21条南四丁

目店、新得町役場新庁舎、新得駅前地域交流センターの 5施設が認定されています。 
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４ 森林組合 

森林組合は、地域の森林所有者が林業

経営のために出資して設立した協同組合

です。 

管内 19 市町村には 11 の森林組合があ

り、組合員のために、植林や下刈、除伐や

間伐などの山づくりから丸太の生産・販

売を行っているほか、木材加工施設を有

し、製材やチップなどを生産している組

合もあり、山村地域の雇用の場としての

役割も担っています。 

 

 

 

 

 

 

十勝管内森林組合の概要(R5) 

出典：北海道林業統計（令和 5 年度版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道林業統計（令和 5 年度版） 

－９－ 

区分 

経営基盤 執行体制（人） 

事業 

総収益 

(百万円) 

森林面積（ha） 組合員数（人） 

役員数 職員数 一般 

民有林 

組合員 

所有 

加入率

（％） 
合計 

正 

組合員 

准 

組合員 

管内 227,869 155,861 68.4 5,507 5,391 116 108 102 7,942.3 

全道 1,861,719 987,072 53.0 36,171 35,368 803 741 592 33,414.3 

割合 12.2% 15.8% － 15.2% 15.2% 14.4% 14.6% 17.2% 23.8% 

(千円) 

6,659.3 
6,361.6 

6,996.2 
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6,678.4 
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十勝管内森林組合の事業総収益の推移 (単位：百万円)

十勝大雪森林組合 

足寄町森林組合 

陸別町森林組合 

本別町森林組合 

幕別町森林組合 

浦幌町森林組合 

南十勝森林組合 

広尾町森林組合 

西十勝森林組合 

清水町森林組合 

十勝広域森林組合 


